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購読ご希望の方はお気軽にお電話下さい

出
来
立
て
の
マ
カ
ロ
ン
を
前
に

邱
芳
工
場
長

従
業
員
を
慈
し
み
な
が
ら
講
義
す
る

王
志
敏
社
長

スタッフに囲まれる黒木規次CEO（前列中央）

三味線合奏（左から４人目、井上整憧氏）

東大阪新聞チャンネル

毎週木曜日19：00～19：30
視聴はhttp://www.higashiosaka-n.com

好評放映中

2日  ゲスト ： 佐々木隆さん「月と共に」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

9日  ゲスト ： 渡邊博文さん
　　　　　「大阪をさつまいもの産地にする！」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

16日  新刊案内「本屋のない人生なんて」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

23日  「５月のちょっとほんわかする話」
 （キャスター ： 根岸健太郎記者）

30日  映画案内「マリウポリの20日間」
 （キャスター ： 小野元裕社長）

５月

お
か
げ
さ
ま
で

お
か
げ
さ
ま
で
9090
年年

東
大
阪
新
聞
は
令
和
４
年
に

創
刊
90
年
を
迎
え
ま
し
た

2024・5・1

　

新
緑
が
目
に
染
み
る
。
早
く
も
夏
日
が

話
題
と
な
り
、
人
び
と
の
動
き
が
活
発
に

な
っ
た
。

　

米
国
で
国
賓
待
遇
を
受
け
た
岸
田
文
雄

首
相
は
４
月
18
日
、
衆
院
本
会
議
で
米
国

訪
問
の
報
告
を
行
っ
た
。
日
米
首
脳
会
談

で
は
両
国
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
位

置
付
け
、
防
衛
、
安
全
保
障
、
経
済
安
保
、
宇
宙
・

サ
イ
バ
ー
、
先
端
技
術
な
ど
で
連
携
強
化
す
る
こ

と
で
合
意
し
た
。
日

本
有
事
へ
と
発
展
す

る
台
湾
有
事
の
危
機
感
の
も
と
に
日
米
同
盟
の
抑

止
力
・
対
処
力
向
上
策
で
合
意
し
た
こ
と
は
有
意

義
だ
っ
た
。
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
を
越
え
た
「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
責
任
は
重

大
だ
。
特
に
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
踏
み
込
ん
だ
の
で

あ
れ
ば
「
知
恵
の
同
盟
」
関
係
を
構
築
し
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。「
甘
い
蜜
月
」
の
誘
惑
を
退
け
、

「
も
し
ト
ラ
」
の
過
激
な
一
撃
か
ら
逃
れ
る
防
衛

策
の
準
備
と
覚
悟
は
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

岸
田
内
閣
は
防
衛
費
の
倍
増
と
反
撃
能
力
の
保

有
を
決
め
た
が
、
着
実
な
実
行
が
求
め
ら
れ
る
。

米
軍
と
自
衛
隊
の
部
隊
運
用
に
関
わ
る
指
揮
統
制

が
混
乱
し
か
ね
な
い
。
第
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
大
地
震
や
コ
ロ
ナ
で
経

験
し
た
よ
う
に
国
民
の
権
利
を
一
時
的
に
制
限
し

て
で
も
公
益
性
を
優
先
す
る
な
ど
の
緊
急
事
態
条

項
な
ど
の
新
設
は
急
務
だ
。

　

憲
法
改
正
が
党
是
と
言
い
続
け
て
久
し
い
自
民

党
。
本
気
度
が
伝
わ
ら
な
い
。
閉
会
審
査
も
含
め

衆
参
院
憲
法
審
査
会

を
開
催
し
集
中
審
議

に
努
め
る
こ
と
だ
。

　

岸
田
首
相
は
自
民
党
総
裁
任
期
中
に
憲
法
改
正

を
目
指
す
と
強
調
。
遅
く
と
も
国
会
終
盤
（
６
月

23
日
閉
会
）
に
は
発
議
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
党
利

党
略
を
超
え
て
「
国
土
と
国
民
の
安
全
」
を
守
る

政
治
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
国
政
選
挙
も
あ
る
だ

ろ
う
。
タ
ッ
ク
ス
ペ
イ
ヤ
ー
と
し
て
し
っ
か
り
と

税
金
の
使
い
道
を
見
届
け
る
の
も
国
民
の
義
務
。

来
年
の
５
月
３
日
は
新
し
い「
改
正
憲
法
記
念
日
」

と
思
い
た
い
。

晴耕雨読

「
国
土
と
国
民
の
安
全
」守
る
政
治

井
上
整
憧
邦
楽
演
奏
会

GF株式会社

マカロン事業部立ち上げる

セルフメイドが東大阪に誕生セルフメイドが東大阪に誕生
今、 脱毛ブーム今、 脱毛ブーム

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が

次
々
と
母
国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ

ダ
ー
リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ

に
避
難
所
を
作
り
運
営
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

西ウクライナ避難所西ウクライナ避難所

八
尾
自
動
車
教
習
所

H
P

：http://w
w
w
.yaokyo.net/

☎（
０
７
２
）９
９
９―

１
２
３
４

八
尾
市
高
安
町
南
七
丁
目
二
十
一
番
地

明
る
い
・
楽
し
い
・
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
教
習
所

運
転
免
許
取
る
な
ら
Ｙ
Ａ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
で
！

ゴ
ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

フ
リ
ア
ー
ド

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
ゴ
ル
フ
事
業
部

八
尾
市
南
木
ノ
本
２―

52

◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

TEL 072 - 991- 3927

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年 電
気
保
安

法　
　

人

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
保
守
点
検
料
を

見
直
し
ま
せ
ん
か
!!

全
国
初
！ 

協
同
組
合
方
式
の
電
気
保
安
事
業

大
阪
府
内
を
中
心
に
近
畿
圏
内
で
１
，０
０
０
余
件
の
実
績

お
問
合
せ 

☎
０
８
０―

３
８
０
９―

７
０
６
５（
大
澤
）

ま
た
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
７
２―

９
４
９―

３
１
２
５
迄

保
安
管
理

の
業
務
内
容

①
月
次
点
検　

②
年
次
点
検
・
精
密
点
検

③
臨
時
点
検　

④
事
故
応
動　

⑤
官
庁
手
続

⑥　
　
　
　
　
　
　
「
新
電
力
」
の
ご
提
案

コ
ス
ト
を
か
け
ず

電
気
料
金
を
下
げ
る

貝
出
汁
炊
き
肉
鍋
・
馬
肉

から

１
月
16
日
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

超
濃
厚
！　

海
老
し
ゃ
ぶ
鍋

丸山健ニ塾 2024 年塾生募集中

　受講期間は受講を開始してから 1 年間になります。前半 5 カ月間は、毎月 2 回、当塾が
目指す真文学の書き方、訓練方法をもとに、文章をお書きいただきます。その文章を事務
局にご提出いただきまして、それを塾長がオンラインにてその場で個別に添削します。何
がいいのか、何が悪いのか、一つひとつ、塾長が丁寧に指導していきます。1 回の受講時
間は 45 分になります。後半 7 カ月間は、毎月 1 回課題文をメール添付にて提出していた
だき、前半と同じように塾長がオンラインにて添削して指導していきます。

塾　　長：丸山健二
受講期間：受講開始月から 1年間（いつからでも始めることができます）
受 講 費：月額 33,000 円（税込み）。毎月月末お支払いの 12 回払い。初回
は初回講義開始日まで指定の銀行口座へお振込みをお願い致します。一括で
お支払いの場合は、税込み 316,800 円（月払いの 20％オフ）になります。
詳細は「いぬわし書房」ホームページにてこ確認ください。

丸山健ニプロフィール
1943 年、長野県飯山市に生れる。国立仙台電波高等学校
（現在の国立仙台電波工業高等専門学校の前身）卒業後、
東京の商社に勤務。1966 年『夏の流れ』で第 23 回文學
界新人賞を受賞。同年、同作で芥川賞を受賞し作家活動
に入る。68 年に郷里の長野県に移住後、文壇とは一線を
画した独自の創作活動を続ける。

　

今
、
脱
毛
ブ
ー
ム
だ
。
女
の
子
で
は
小
学
２
年

生
、
男
の
子
で
は
中
学
１
年
生
か
ら
興
味
を
持
ち

始
め
る
と
い
う
。
し
か
し
、
脱
毛
に
は
か
な
り
の

費
用
が
か
か
る
の
で
、
手
の
出
な
い
人
が
多
い
。

　

そ
こ
で
人
気
な
の
が
全

国
展
開
し
て
い
る
セ
ル
フ

メ
イ
ド
だ
。
自
分
で
脱
毛

す
る
の
で
、
安
く
気
軽
に

で
き
る
。

　

３
月
６
日
、
東
大
阪
に

誕
生
し
た
の
で
、
黒
木
規

次
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
54
）
を
取
材

し
た
。

　

近
鉄
奈
良
線
河
内
小
阪

駅
か
ら
南
へ
徒
歩
約
８
分
、

住
宅
地
に
あ
る
ビ
ル
の
２

階
。１
階
に
は
炭
火
ス
テ
ー

キ
＆
ハ
ン
バ
ー
グ
の
パ
ウ

ハ
ナ
小
阪
店
が
あ
る
。

　

ド
ア
を
開
け
る
と
、
美

男
美
女
の
ヤ
ン
グ
ス
タ
ッ

フ
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ

た
。

　

清
潔
感
あ
る
ス
タ
イ

リ
ッ
シ
ュ
な
内
装
で
、
個

室
が
３
部
屋
あ
る
。
初
め

は
ス
タ
ッ
フ
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
脱
毛
す
る

が
、
す
ぐ
自
分
で
で
き
る

よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　

セ
ル
フ
メ
イ
ド
の
魅
力

は
６
つ
あ
る
。
①
完
全
都

度
払
い
で
コ
ー
ス
予
約
不

要
、
②
高
性
能
脱
毛
機
で

効
果
実
感
、
③
最
短
３
カ

月
で
完
全
脱
毛
完
了
、
④

痛
み
が
少
な
く
セ
ル
フ
で

も
安
全
に
施
術
、
⑤
ア
メ

ニ
テ
ィ
が
充
実
し
て
お
り

手
ぶ
ら
で
来
店
Ｏ
Ｋ
、
⑥

子
ど
も
専
用
モ
ー
ド
が
搭

載
さ
れ
て
お
り
子
ど
も
で

も
安
心
安
全
。

　

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
で
も
セ

ル
フ
脱
毛
を
取
り
入
れ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

脱
毛
機
の
掃
除
が
利
用
者

任
せ
の
た
め
汚
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
セ

ル
フ
メ
イ
ド
で
は
、
使
用

後
に
ス
タ
ッ
フ
が
し
っ
か

り
掃
除
す
る
の
で
、
安
心

だ
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
安
上

が
り
な
の
が
い
い
。
部
分

脱
毛
（
10
分
）
５
、
５
０

０
円
（
税
込
み
）、
半
身
脱

毛
（
30
分
、
２
人
入
室
可
）

７
、７
０
０
円
（
税
込
み
）、

全
身
脱
毛
（
60
分
、
３
人

入
室
可
）
９
、９
０
０
円

（
税
込
み
）。

　

家
族
や
カ
ッ
プ
ル
で
仲

良
く
脱
毛
で
き
る
の
で
、

成
果
を
次
々
と
発
表
し

た
。
民
謡
を
披
露
す
る
出

演
者
も
。

　

会
の
途
中
、
新
名
取
披

露
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
っ

た
。

　

松
原
整
江
さ
ん
と
西
乃

整
茜
さ
ん
が
免
状
を
受
け

取
り
、
そ
れ
ぞ
れ
記
念
演

奏
を
行
っ
た
。

　

邦
楽
演
奏
会
は
来
年
も

３
月
末
の
日
曜
日
に
開
か

れ
る
予
定
。

　

生
徒
募
集
中
。
問
い
合

わ
せ
は
、井
上
邦
楽
会（
☎

06
―
６
７
３
６
―
５
０
５

０
）
へ
。

人
従
業
員
教
育
の
一
環
と

し
て
、
３
月
に
社
内
日
本

語
教
室
を
立
ち
上
げ
た
。

　

初
日
の
３
月
26
日
は
、

同
社
会
議
室
に
集
ま
っ
た

10
人
を
前
に
王
社
長
自
ら

教
壇
に
立
ち
、
学
ぶ
姿
勢

に
つ
い
て
講
義
し
た
。
ま

ず
は
自
信
を
持
つ
こ
と
。

次
に
、
基
礎
を
し
っ
か
り

学
ぶ
こ
と
。
最
後
に
、
何

事
に
対
し
て
も
関
心
を
持

つ
こ
と
。

　

自
ら
中
国
・
ハ
ル
ビ
ン

か
ら
来
日
し
苦
労
し
な
が

ら
日
本
語
を
習
得
し
た
経

験
に
基
づ
い
た
心
に
響
く

内
容
だ
っ
た
。

　
「
以
前
か
ら
製
菓
事
業

を
立
ち
上
げ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
マ
カ
ロ
ン

が
ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
今
が
チ
ャ
ン
ス
だ

と
思
い
、
思
い
切
っ
て
始

め
ま
し
た
」

　

マ
カ
ロ
ン
事
業
部
は
ベ

テ
ラ
ン
社
員
の
邱
芳
工
場

長
（
50
）
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
ホ
テ
ル
や
菓
子

販
売
店
か
ら
注
文
が
次
々

入
っ
て
大
忙
し
だ
。

　

ま
た
、
同
社
で
は
外
国

広
域

CEO　黒木規次
東大阪市小阪本町2-7-26-2F
TEL 080-9608-2626
営業時間　10時～21時
定休日　なし

セルフメイド 東大阪店

　

元
々
絵
が
好
き
だ
っ
た

白
石
少
年
だ
っ
た
が
、
親

の
方
針
は
「
勉
強
を
頑

張
っ
て
良
い
学
校
へ
行

き
、
良
い
会
社
へ
行
き
な

さ
い
」
と
い
う
も
の
。
そ

の
レ
ー
ル
に
乗
っ
て
勉
学

に
励
み
、
無
事
に
滋
賀
大

学
へ
。
卒
業
後
、
某
有
名

メ
ー
カ
ー
に
就
職
し
た
。

こ
れ
で
親
も
万
々
歳
、
親

孝
行
が
で
き
た
わ
け
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
就
職

し
た
会
社
は
「
激
務
」
で

有
名
。
営
業
マ
ン
に
向
い

て
い
な
い
と
自
覚
し
た
白

石
さ
ん
は
、
精
神
的
に
ダ

ウ
ン
、
自
動
車
事
故
を
多

発
さ
せ
て
し
ま
う
ほ
ど
鬱

状
態
に
陥
る
。

　

そ
ん
な
な
か
、
配
属
先

か
ら
大
阪
の
実
家
に
帰

省
。
中
学
校
時
代
の
ア
ル

バ
ム
を
見
な
が
ら
、
先
生

の
似
顔
絵
を
描
い
て
褒
め

ら
れ
た
こ
と
、
中
学
校
の

と
き
に
「
学
級
旗
」
を
任

さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
思
い

出
し
て
い
く
に
つ
れ
、
当

時
の
「
自
信
」
が
蘇
っ
た
。

　
「
よ
し
！　

俺
は
会
社

員
を
辞
め
て
、
似
顔
絵
で

身
を
立
て
よ
う
！
」
と
決

心
し
た
の
だ
っ
た
。

　

決
断
し
た
白
石
さ
ん
は

す
ぐ
行
動
に
移
し
た
。
東

京
に
あ
る
似
顔
絵
専
門
の

会
社
に
就
職
す
る
こ
と
に

成
功
。
２
カ
月
の
研
修
を

終
え
、
狭
き
門
で
あ
る
会

社
の
門
を
開
い
た
。

　

入
社
後
は
、
浅
草
や
お

台
場
等
で
観
光
客
に
似
顔

絵
を
描
き
続
け
る
日
々
が

続
き
、
水
を
得
た
魚
の
よ

う
な
日
々
を
過
ご
す
こ
と

な
る
。

　

た
だ
、
順
調
な
日
々
は

ず
っ
と
は
続
か
な
い
。
会

社
か
ら
人
柄
を
買
わ
れ
て

店
長
に
も
な
る
が
、
次
第

に
「
技
術
」
の
面
で
壁
を

感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

会
社
の
社
長
や
部
下
達
は

美
術
大
学
等
で
学
ん
だ
優

秀
な
人
た
ち
が
多
い
。
畑

違
い
で
入
社
し
た
白
石
さ

ん
の
技
術
が
社
内
で
認
め

ら
れ
な
く
な
っ
て
き
た
の

だ
。

　

そ
こ
に
追
い
討
ち
を
か

け
る
よ
う
に
、
白
石
さ
ん

を
不
幸
が
襲
う
。

　

白
石
さ
ん
夫
婦
に
、
待

ち
に
待
っ
た
初
子
が
生
ま

れ
る
寸
前
だ
っ
た
が
、
臨

月
で
死
産
に
な
っ
て
し
ま

う
の
だ
。
打
ち
ひ
し
が
れ

る
白
石
さ
ん
に
、
社
長
が

言
葉
を
か
け
た
。

　
「
絶
対
子
ど
も
は
で
き

る
か
ら
、
遼
太
郎
が
強
く

な
ら
な
あ
か
ん
！　

奥
さ

ん
を
救
っ
て
あ
げ
ろ
。
お

前
が
変
わ
れ
！
」

　

こ
れ
を
機
に
、
白
石
さ

ん
は
目
を
覚
ま
す
。
本
気

で
自
身
の
技
術
を
見
直
そ

う
と
心
に
決
め
た
。

　

社
内
で
は
毎
月
、
技
術

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ

て
い
た
の
だ
が
、
そ
こ
へ

の
取
り
組
み
方
を
変
え

る
。
入
念
な
準
備
と
徹
底

し
た
練
習
を
重
ね
た
結

果
、
１
０
０
人
い
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
中
で
、
１
位

を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功

す
る
。
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る

上
司
が
い
る
中
で
の
１
位

に
は
価
値
が
あ
っ
た
。
こ

の
経
験
が
白
石
さ
ん
の
自

信
を
強
固
に
す
る
。

　

そ
こ
で
自
信
を
得
た
白

石
さ
ん
は
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
上
で
開
催
さ
れ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
の
世
界
似
顔

絵
コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
す

る
。
そ
こ
で
世
界
一
を
獲

得
し
た
の
だ
（
２
０
１
６

年
で
２
度
の
世
界
一
）。

そ
う
し
て
社
内
で
も
一
目

置
か
れ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
な
っ
た
。

　

元
々
、
白
石
さ
ん
に
は

独
立
願
望
が
あ
っ
た
が
、

一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
ず
に
い
た
。
そ
ん
な
な

か
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や

家
族
の
後
押
し
も
あ
り
、

長
年
世
話
に
な
っ
た
会
社

を
退
職
し
独
立
を
果
た

す
。
当
時
は
２
人
目
の
子

ど
も
が
生
ま
れ
る
タ
イ
ミ

ン
グ
だ
っ
た
。

　

今
年
で
独
立
４
年
目
、

最
近
で
は
複
数
の
テ
レ
ビ

番
組
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
他
方
で
は
某
有
名
私

大
の
Ｏ
Ｂ
会
で
出
張
似
顔

絵
ラ
イ
ブ
を
受
注
す
る

等
、
活
躍
の
場
を
広
げ
て

い
る
。

　

似
顔
絵
は
相
手
に
興

味
・
関
心
を
持
つ
こ
と
か

ら
始
ま
る
が
、
受
刑
者
の

更
生
施
設
で
、
社
会
復
帰

の
た
め
に
、
相
手
に
関
心

を
持
つ
た
め
の
ツ
ー
ル
と

し
て
白
石
さ
ん
の
似
顔
絵

が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
他
、
似
顔
絵
で
し
か
で

き
な
い
サ
ー
ビ
ス
や
、
似

顔
絵
を
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン

プ
に
仕
立
て
て
納
品
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
大
人
気
だ
。

　

白
石
家
に
は
朝
の
習
慣

が
あ
る
。
自
宅
に
は
死
産

で
誕
生
が
叶
わ
な
か
っ
た

進
之
助
君
、
そ
し
て
白
石

さ
ん
と
妻
の
明
日
香
さ
ん

の
３
人
が
描
か
れ
た
似
顔

絵
が
あ
る
。
毎
朝
、
家
族

で
似
顔
絵
の
中
の
進
之
助

君
に
挨
拶
し
て
か
ら
通
勤

通
学
に
向
か
う
。
３
人
一

緒
の
写
真
は
写
せ
な
い

が
、
似
顔
絵
な
ら
描
く
こ

と
が
で
き
る
。

　

そ
ん
な
似
顔
絵
の
可
能

性
を
１
人
で
も
多
く
の
人

が
描
け
る
よ
う
に
、
描
き

方
を
届
け
て
い
く
の
が
今

後
の
ビ
ジ
ョ
ン
だ
。
絵
は

世
界
の
共
通
言
語
。
そ
の

絵
の
価
値
を
伝
え
る
こ
と

で
世
界
中
を
も
っ
と
豊
か

に
し
て
い
き
た
い
と
言

う
。

　

白
石
さ
ん
の「
遼
太
郎
」

は
、大
阪
が
産
ん
だ
文
豪
・

司
馬
遼
太
郎
か
ら
採
ら
れ

た
も
の
。
東
大
阪
下
小
阪

３
に
司
馬
遼
太
郎
記
念
館

が
あ
り
、
東
大
阪
と
も
縁

の
あ
る
白
石
さ
ん
の
今
後

に
期
待
し
た
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
り
ょ

う
さ
ん
の
ア
ー
ト
工
房

（
☎
０
９
０
―
５
８
２
９

―
９
２
２
９
）
へ
。

レ
ジ
ャ
ー
気
分
で
楽
し
い
。

　

さ
ら
に
、
同
店
内
に
は

ホ
ワ
イ
ト
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

が
１
室
あ
る
。
美
容
ホ
ワ

イ
ト
ニ
ン
グ
・
医
療
提
携

　

大
阪
市
大

正
区
三
軒
家

東
１
―
７
―

26
―
４
Ｆ

で
「
り
ょ
う

さ
ん
の
ア
ー
ト
工
房
」
を
経
営
す
る
〝
り
ょ
う
さ

ん
〞
こ
と
、白
石
遼
太
郎
さ
ん
（
37
）
＝
写
真
＝
。

似
顔
絵
の
ギ
フ
ト
、
例
え
ば
米
寿
や
喜
寿
の
お
祝

い
の
際
や
、
記
念
日
に
対
面
ラ
イ
ブ
で
似
顔
絵
を

描
い
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
等
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
研
修
、
自
立
支
援
の
活
動
、
保
育
園
に
絵
画
指

導
で
訪
問
等
、
似
顔
絵
を
ベ
ー
ス
に
幅
広
い
活
動

を
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
、「
似
顔
絵
」
を
仕
事

に
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
希
少
で
あ
り
尖
っ
て
い

る
印
象
だ
が
、
こ
の
仕
事
に
就
い
た
経
緯
を
聞
い

た
。

（
根
岸
健
太
郎
）

プ
レ
ミ
ア
ム
ホ
ワ
イ
ト
ニ

ン
グ
が
セ
ル
フ
で
で
き
る

の
で
、
嬉
し
い
。
脱
毛
し

た
後
、
歯
を
白
く
し
て
帰

る
人
も
多
い
。

　

カ
ッ
ト
野
菜
を
中
心
に
事
業
展
開
す
る
Ｇ
Ｆ
株

式
会
社
（
大
阪
市
東
住
吉
区
今
林
２
―
６
―
21
）

が
、
２
月
に
マ
カ
ロ
ン
事
業
部
を
立
ち
上
げ
た
。

王
志
敏
社
長
（
61
）
は
意
気
揚
々
と
話
す
。

５年ぶり開催５年ぶり開催

　
「
井
上
整
憧
邦
楽
演
奏
会
」
が
３
月
31
日
に

大
阪
商
業
大
学
蒼
天
ホ
ー
ル
（
東
大
阪
市
御
厨

栄
町
４
―
１
―
10
）
で
開
か
れ
た
。
コ
ロ
ナ
明

け
５
年
ぶ
り
と
あ
っ
て
、
出
演
者
は
緊
張
し
た

面
持
ち
で
舞
台
に
立
っ
た
。

　

井
上
整
憧
氏
（
69
）
の

指
導
の
下
、
三
味
線
や
尺

八
、
琴
の
演
奏
を
学
ぶ
生

徒
た
ち
が
日
頃
の
練
習
の

似顔絵で
世界中を豊かに
りょうさんのアート工房

白石遼太郎さん

招き猫整憧
日本民謡
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西
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さ
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お好み焼き・鉄板焼き 萬両

イ
ン
ス
タ
映
え
す
る
ハ
ー
ト
形
お
好
み
焼
き

人
気
急
上
昇
中！

　

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
古
都
、
リ
ヴ
ィ
ウ
に
到
着
。

王
さ
ん
が
所
属
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
事
務
所
に
入
る

と
、
女
性
職
員
が
迎
え
て
く
れ
た
。

　

ま
ず
は
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
こ
と
に
。
遠
慮
深

い
王
さ
ん
は
「
お
先
に
ど
う
ぞ
」
と
私
を
シ
ャ
ワ

ー
室
ま
で
案
内
し
て
く
れ
る
。
こ
こ
ま
で
運
転
し

て
き
た
王
さ
ん
の
方
が
よ
ほ
ど
疲
れ
て
い
る
で
あ

ろ
う
に
、
ど
こ
ま
で
も
紳
士
的
だ
。

　

シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
と
、
さ
っ
ぱ
り
し
て
生
き

返
る
。

20
年
ほ
ど
前
ま
で
は
リ
ヴ
ィ
ウ
の
水
道
環
境
が

悪
く
、
水
が
出
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。
今
で
は

考
え
ら
れ
な
い
が
、
そ
こ
そ
こ
い
い
ホ
テ
ル
で
さ

え
、
断
水
で
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
こ
と
の
で
き
な

い
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
侵
略
戦
争
で
昔
の
状
態

に
戻
る
な
ど
、
ま
っ
平
ご
め
ん
だ
。
し
か
し
、
こ

の
ま
ま
戦
争
が
長
引
く
と
、
そ
の
恐
れ
も
現
実
味

を
帯
び
て
く
る
。

　

シ
ャ
ワ
ー
か
ら
戻

る
と
、
ホ
ッ
ト
コ
ー

ヒ
ー
を
淹
れ
て
く
れ

て
い
た
。
横
に
は
小

振
り
の
グ
ラ
ス
に
入

っ
た
水
が
置
い
て
あ

る
。
細
や
か
な
心
遣

い
が
で
き
る
職
員

だ
。

　

ソ
フ
ァ
ー
に
腰
掛

け
、
一
気
に
水
を
飲

み
干
す
。
そ
し
て
、

ゆ
っ
く
り
と
コ
ー
ヒ

ー
カ
ッ
プ
に
口
を
つ

け
る
。
コ
ー
ヒ
ー
の
街
だ
け
あ
っ
て
、
香
り
高
い

上
物
だ
。

　

リ
ヴ
ィ
ウ
の
状
況
を
彼
女
に
聞
く
。

　

愛
ら
し
い
顔
に
似
合
わ
な
い
た
め
息
を
つ
く

と
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
す
ぎ
て
何
か
ら
話
せ
ば

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
と
嘆
く
。
お
金
が
な
い
、

食
べ
も
の
が
買
え
な
い
、停
電
が
頻
繁
に
起
こ
る
、

疲
れ
が
溜
ま
っ
て
い
る
…
。

　

特
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
何
か
と
聞
く

と
、
悪
徳
業
者
の
不
動
産
横
取
り
だ
と
言
う
。
避

難
し
外
国
に
逃
げ
た
家
族
の
部
屋
が
狙
わ
れ
て
い

る
。
誰
も
住
ん
で
い
な
い
の
を
い
い
こ
と
に
奪
い

取
る
の
だ
。
火
事
場
泥
棒
で
あ
る
。
弁
護
士
を
雇

っ
て
裁
判
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
い
く
つ
も
あ
る
が
、

避
難
生
活
で
収
入
が
な
く
弁
護
士
費
用
が
払
え
ず

に
泣
き
寝
入
り
し
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
だ
。

　

戦
争
が
終
わ
っ
て
も
、
彼
ら
が
帰
る
場
所
は
な

い
。
あ
ま
り
に
も
悲
し
す
ぎ
る
現
実
だ
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
243

部屋を奪い取られる

ウクライナ

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

お
好
み
焼
き
・
鉄
板
焼
き

萬
両

こ
と
に
よ
っ
て
自
分
を

常
に
ベ
ス
ト
な
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
に
保
て
ま

す
。

　

様
々
な
思
考
や
行
動

を
そ
の
下
で
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
ベ
ス
ト
な

成
果
を
上
げ
、
幸
せ
な

人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
自
分
の

機
嫌
を
常
に
良
好
な
状

態
に
保
つ
こ
と
は
、
幸

せ
な
人
ほ
ど
よ
り
成
功

し
や
す
い
と
い
う
「
幸

せ
成
功
サ
イ
ク
ル
」
を

　

お
元
気
で
楽
し
い

日
々
を
お
過
ご
し
で
す

か
。

　

今
回
は
「
機
嫌
と
幸

せ
」
に
つ
い
て
の
お
話

で
す
。

　

周
知
の
と
お
り
「
機

嫌
」
に
は
上
機
嫌
・
ご

機
嫌
・
普
通
・
ご
機
嫌

斜
め
・
不
機
嫌
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
普

通
以
上
の
機
嫌
（
ご
機

嫌
や
上
機
嫌
）
で
い
れ

ば
幸
せ
な
生
活
が
送
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
「
機
嫌
を
取

る
こ
と
」
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

一
般
に
機
嫌
を
取
る

と
い
う
と
家
族
や
仲
間

や
上
司
な
ど
「
他
人
の

機
嫌
を
取
る
こ
と
」
を

想
像
し
ま
す
が
、
こ
れ

は
自
分
に
余
裕
が
あ
る

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

よ
り
重
要
な
の
は
常
時

「
自
分
の
機
嫌
を
取
り
、

自
分
が
ご
機
嫌
で
い
る

こ
と
」
で
あ
り
、
こ
の

回
す
起
点
と
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
そ
の
こ
と
は

自
分
自
身
だ
け
で
な

く
、
周
り
の
人
た
ち
に

と
っ
て
も
と
て
も
良
い

こ
と
で
す
。

　

こ
の
場
合
、
機
嫌
を

良
く
す
る
た
め
の
方
法

に
は
、
例
え
ば
、
好
き

な
こ
と
を
す
る
こ
と
、

自
愛
（
セ
ル
フ
・
コ
ン

パ
ッ
シ
ョ
ン
＝
自
己
へ

の
思
い
や
り
）
や
気
分

転
換
法
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
特
に
自
分
た
ら
し

に
な
り
自
分
を
慰
め
励

ま
す
「
自
愛
」
や
、
好

き
な
音
楽
を
聞
い
た
り

美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
ん
だ
り
し
て
気
分
転

換
を
行
う
「
気
分
転
換

法
」
は
気
軽
に
で
き
、

ご
機
嫌
で
幸
せ
な
自
分

と
な
れ
ま
す
。

　

さ
あ
、
こ
れ
か
ら
も

一
緒
に
「
幸
せ
」
に
つ

い
て
考
え
、
味
わ
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
に

九
州
大
学
名
誉
教
授

岩
崎
　
勇

⑬

機
嫌
と
幸
せ

龍
谷
大
学
李
相
哲
教
授
が
講
演

北
韓
の
現
状
③

　

今
の
状
況
で
金
正
恩
氏

に
お
金
を
持
っ
て
い
く
人

は
い
な
い
。
文
在
寅
前
韓

国
大
統
領
も
し
な
か
っ

た
。
現
在
の
北
朝
鮮
は
疲

弊
し
て
い
る
。
住
民
の
９

割
が
チ
ャ
ン
マ
ダ
ン
（
闇

市
場
）
を
通
じ
て
な
ん
と

か
生
活
を
し
て
い
る
が
、

金
正
恩
氏
は
助
け
る
つ
も

り
は
な
い
。
ハ
ッ
カ
ー
な

ど
の
犯
罪
で
得
た
資
金
で

は
こ
の
体
制
を
維
持
す
る

に
は
足
り
な
い
。
配
給
も

止
ま
っ
て
い
る
。

南
北
統
一
を
否
定
し
た

金
正
恩

　

金
正
恩
氏
は
最
近
、「
統

一
を
放
棄
す
る
。
韓
国
民

は
同
じ
民
族
で
は
な
い
」

と
言
い
出
し
た
。
歌
詞
に

「
統
一
」
と
い
う
言
葉
が

含
ま
れ
て
い
る
歌
を
禁
止

し
た
。
そ
の
数
１
０
０
曲

以
上
に
も
上
る
。
平
壌
市

内
か
ら
板
門
店
に
続
く
統

一
通
り
に
建
立
さ
れ
て
い

た
南
北
統
一
を
象
徴
す
る

ア
ー
チ
形
の
「
祖
国
統
一

三
大
憲
章
記
念
塔
」
も
撤

去
さ
れ
た
。

　

北
朝
鮮
で
は
韓
国
文
化

が
浸
透
し
て
い
て
、
韓
国

へ
の
憧
れ
を
持
っ
て
い
る

人
民
が
数
多
く
い
る
。
配

給
の
な
い
時
代
に
生
き
て

き
た
世
代
の
人
達
に
は
、

も
は
や
忠
誠
心
は
な
い
。

も
う
韓
国
文
化
の
流
入
は

防
げ
な
い
状
況
に
き
て
い

る
。
い
つ
か
は
韓
国
と
一

緒
に
な
る
希
望
・
幻
想
を

若
い
人
た
ち
は
持
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
根
こ
そ
ぎ
切

ろ
う
と
い
う
意
図
が
こ
こ

に
は
あ
る
。

　

２
０
２
０
年
12
月
に
制

定
し
た
「
反
動
思
想
文
化

排
撃
法
」
に
は
、
反
動
思

想
文
化
の
視
聴
・
流
布
行

為
を
禁
ず
る
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
韓
国
の

映
画
・
ド
ラ
マ
・
ニ
ュ
ー

ス
な
ど
を
含
む
外
部
コ
ン

テ
ン
ツ
す
べ
て
を
反
動
思

想
文
化
と
規
定
し
て
い

る
。
昨
年
１
月
に
も
、
韓

国
式
の
呼
び
方
を
真
似
る

行
為
を
禁
止
す
る
「
平
壌

文
化
語
保
護
法
」
も
制
定

さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
統
一
を
否
定

す
る
こ
と
は
、
同
時
に
金

日
成
・
金
正
日
の
遺
訓
を

否
定
し
て
い
る
こ
と
に
直

結
す
る
。
こ
れ
は
危
険
な

こ
と
だ
。
金
正
恩
氏
自
身

の
正
当
性
を
否
定
す
る
こ

と
に
つ
な
が
る
可
能
性
も

あ
り
気
に
な
る
と
こ
ろ

だ
。
先
代
を
否
定
す
る
金

正
恩
政
権
に
対
し
て
は
、

国
内
の
政
権
内
部
か
ら
の

反
発
の
大
義
名
分
が
成
り

立
つ
根
拠
と
な
る
。
ひ
い

て
は
、
金
正
恩
政
権
の
基

盤
を
揺
る
が
す
こ
と
に
な

る
。
常
識
で
は
考
え
ら
れ

な
い
状
況
が
始
ま
っ
て
い

る
。

情
報
を
流
入
さ
せ
る
こ
と

が
人
権
の
改
善
に
つ
な
が

る
　

金
日
成
氏
の
遺
言
「
人

民
が
米
の
ご
飯
に
肉
の

ス
ー
プ
を
食
べ
、
絹
の
服

に
瓦
の
家
に
住
め
る
よ
う

に
す
る
」
は
い
ま
だ
に
達

成
さ
れ
ず
、
人
民
を
だ
ま

し
続
け
て
い
る
。
我
慢
を

強
い
て
約
束
を
破
っ
て
き

た
。
状
況
は
ま
す
ま
す
悪

化
し
て
い
る
。
住
民
の
生

活
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

急
務
な
な
か
、「
地
方
発

展
20
×
10
政
策
」
を
信
じ

る
者
は
誰
も
い
な
い
。
今

の
政
権
は
、
戦
争
が
起
こ

る
か
も
し
れ
な
い
と
煽

り
、
危
機
感
を
も
た
せ
我

慢
さ
せ
よ
う
と
す
る
し
か

な
い
。
緊
張
を
高
め
て
人

民
の
締
め
付
け
を
図
っ
て

い
る
。

　

今
後
は
、
局
地
的
な
緊

張
が
起
こ
る
可
能
性
は
高

い
。
テ
ロ
を
起
こ
す
か
も

し
れ
な
い
。
た
だ
、
戦
争

す
る
能
力
も
な
く
、
韓
国

を
恫ど

う
か
つ喝
し
て
ど
う
に
か
す

る
の
は
無
理
だ
。
北
は
八

方
塞
が
り
の
状
況
だ
。

　

韓
国
政
府
は
民
間
に
任

せ
な
い
で
心
理
戦
を
展
開

す
る
必
要
が
あ
る
。
挑
発

に
対
す
る
法
律
を
作
る
こ

と
も
必
要
だ
。
軍
事
境
界

線
付
近
で
の
宣
伝
放
送
用

の
拡
声
器
の
使
用
や
対
北

朝
鮮
ビ
ラ
散
布
だ
け
で
は

効
果
が
薄
い
。
メ
デ
ィ
ア

を
使
い
情
報
を
ど
ん
ど
ん

北
に
流
入
さ
せ
る
こ
と
が

重
要
だ
。
そ
れ
が
北
朝
鮮

国
内
の
人
権
改
善
に
つ
な

が
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で

変
化
が
起
こ
っ
て
く
る
だ

ろ
う
。

（
中
野
善
典
）

（
お
わ
り
）

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！

7日  大阪府倫理法人会幹事長　米澤忍氏「自律自走するチーム作り」
14日  倉敷市倫理法人会相談役　髙橋啓一氏「純粋倫理の核心」
21日  大阪府倫理法人会副会長　浜野太郎氏「コロナ禍での心即太陽」
28日  八尾市倫理法人会幹事　山本裕一氏「倫理法人会に入ってからの私」

30日  倫理研究所法人アドバイザー　栗山章氏「逆境を越える」

10日  東大阪市倫理法人会会員　山上由佳氏「You Only Live Once ～ 人生は一度きり ～」

16日  大阪鴻池倫理法人会会員　島田忠信氏「倫理を続けてる理由」
23日  八尾市倫理法人会副会長　真島千尋氏「根っこを育てる小さな実践」

●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はstudio GEEX（JR久宝寺駅・南へ徒歩7分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-991-23455月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎072-881-09685月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎072-269-46775月の予定

17日  大阪府倫理法人会キャリア委員長　松藤隆則氏「明朗愛和で目標達成する組織が成長する」
24日  滋賀県倫理法人会北部地区地区長　青山裕史氏「人はどうして100ｋｍを歩くのか」
31日  東大阪市倫理法人会幹事　安本昂貴氏

東大阪市倫理法人会副事務長　大塚満氏

9日  大阪都島区倫理法人会幹事　松江隆明氏「大阪都島区倫理法人会×経営者育成員会＝全国出版オーディション優勝」
2日  大東市倫理法人会会長　吉田恵美子氏「心が受け入れたら景色が変わる」

「後継者倫理塾に入塾してからの気づきと変化」

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

大ホールでスタインウェイを弾いてみよう
～あなたもプロの演奏家気分～

一流ピアニストにも愛されるスタインウェイ D-274を演奏できる催しです
ヤマハ CFⅢとの弾き比べもできます。お気軽にご参加ください！

■日　程　2024 年 5月 17日（金）　※④～⑩のみ実施
　　　　　2024 年 5月 18日（土）／  2024 年 5月 19日（日）
　　①10:00 ～　②11:00 ～　③12:00 ～　④13:00 ～　⑤14:00 ～　⑥15:00 ～
　　⑦16:00 ～　⑧17:00 ～　⑨18:00 ～　⑩19:00 ～　⑪20:00 ～
■会　場　八尾市文化会館　プリズムホール 大ホール　（反響板を組んだ状態です）
■対　象　小学生以上の方　※小学生は保護者の同伴が必要です
■参加料　1枠 /50分 2,200 円（税込み）
　　　大人2人目から 1名につき 1,100 円・小学生 1名につき 550円追加料金を頂戴します。 ※連続 2枠まで申込可
■定員　各時間帯 1組（演奏者最大 5名）（抽選）
■申込方法　次のいずれかの方法でお申し込みください
◯来館・郵送・FAX　★希望日時・時間帯（第 3希望まで）・氏名（団体名）・ご連絡先を明記の上お申し込みください

　　◯ホームページの申込フォームから→こちら
■申込期間　令和 6年 5月 12日（日）（必着）申込締め切り

　

セ
ブ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
八
尾
・
仏

像
彫
刻
教
室
（
指
導
講
師
＝
仏
師
・
由
肥

正
雄
氏
）に
よ
る
第
５
回
仏
像
彫
刻
展
が
、

４
月
14
日
に
八
尾
市
文
化
会
館
プ
リ
ズ
ム

ホ
ー
ル
１
階
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
（
八
尾

市
光
町
２
）
で
開
か
れ
た
。

　

講
師
に
よ
る
千
手
観
音
菩
薩
立
像
・
普

賢
菩
薩
ほ
か
、
生
徒
の
力
作
14
体
が
見
事

に
展
示
さ
れ
、
来
場
者
の
目
を
引
い
た
。

　

初
め
て
出
品
し
た
温
川
正
子
さ
ん

（
74
）
＝
写
真
＝
は
、
自
ら
の
作
品
「
地

蔵
菩
薩
立
像
」
の
前
で
喜
び
と
満
足
の
笑

顔
を
見
せ
た
。

　
「
コ
ツ
コ
ツ
や
れ
ば
出
来
上
が
る
も
の

で
す
ね
。
幸
せ
な
気
持
ち
で
胸
い
っ
ぱ
い

で
す
」

　

温
川
さ
ん
は
来
年
の
仏
像
彫
刻
展
に
向

け
、
す
で
に
新
た
な
作
品
に
取
り
組
み
始

め
て
い
る
。

　

仏
像
彫
刻
教
室
へ
の
問
い
合
わ
せ
は
☎

０
７
２
―
９
９
２
―
８
１
１
０
へ
。

　

大
阪
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド

は
何
と
い
っ
て
も
お
好
み

焼
き
だ
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
観
光
客
に
も
人
気
で
、

大
阪
の
お
好
み
焼
き
屋
は

ど
こ
も
い
っ
ぱ
い
だ
。

　

特
に
人
気
急
上
昇
中
の

お
好
み
焼
き
屋
が
心
斎
橋

に
あ
る
と
い
う
の
で
、
取

材
し
た
。

　

お
好
み
焼
き
・
鉄
板
焼

き
「
萬
両
」
に
入
る
と
、

海
外
か
ら
の
お
客
で
い
っ

ぱ
い
だ
。
平
日
で
こ
れ
だ

か
ら
、
土
日
は
想
像
を
絶

す
る
。
平
日
で
１
日
約
70

枚
の
お
好
み
焼
き
を
焼

く
。
土
日
は
そ
の
倍
。

　

白
を
基
調
と
し
た
店
内

は
、
女
子
好
み
の
〝
か
わ

い
い
〞
雰
囲
気
。
美
人
で

お
し
ゃ
れ
な
金
春
明
社
長

（
41
）
＝
写
真
＝
の
好
み
。

中
国
・
ハ
ル
ビ
ン
出
身
の

金
社
長
は
大
阪
の
男
性
と

結
婚
し
、
子
宝
に
も
恵
ま

れ
た
。
今
は
根
っ
か
ら
の

〝
大
阪
人
〞
だ
。

　

同
店
に
は
20
種
類
以
上

の
お
好
み
焼
き
が
あ
る
。

な
か
で
も
人
気
な
の
が
、

ハ
ー
ト
形
お
好
み
焼
き

だ
。
か
わ
い
く
て
イ
ン
ス

タ
映
え
す
る
。
し
か
も
、

ど
こ
に
も
負
け
な
い
美
味

し
さ
が
あ
る
。
エ
ビ
、
ホ

タ
テ
、
イ
カ
、
豚
、
そ
れ

に
新
鮮
な
キ
ャ
ベ
ツ
。
特

製
ソ
ー
ス
は
一
度
食
べ
る

と
、
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

萬
両
の
お
好
み
焼
き
を

食
べ
ず
し
て
、
お
好
み
焼

き
は
語
れ
な
い
。
そ
れ
ほ

ど
ま
で
に
記
憶
に
残
る
お

好
み
焼
き
だ
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
取
れ
ず
に
困
っ
て
い
る
人
が
多
い
。
ど

の
企
業
で
も
大
き
な
問
題
と
し
て
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。
サ
ン
ト

リ
ー
は
「
社
長
の
お
ご
り
自
販
機
」
と
い
う
社
内
に
置
く
自
動
販
売
機
を
開

発
し
、
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
２
人
同
時
に
社
員
証
を
自
動
販
売
機
に
か
ざ

す
と
、
飲
み
物
２
本
が
無
料
で
出
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

　

日
本
合
成
洗
剤
株
式
会
社
（
八
尾
市
跡
部
南
の
町
２
―
２
―
４
）
で
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
性
化
さ
せ
て
い
る
。

　

西
本
義
治
社
長
（
69
）

＝
社
長
＝
は
明
治
大
学
経

済
学
部
在
学
中
か
ら
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
興
味
を
持

ち
、
シ
ス
テ
ム
や
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
世
界
に
ど
っ
ぷ
り

浸
か
っ
て
き
た
。
い
ち
早

く
同
社
に
オ
フ
コ
ン
を
導

入
し
た
の
も
西
本
社
長

だ
。
自
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

組
み
、
受
注
か
ら
納
品
ま

で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理

し
て
い
る
。

　

約
１
２
０
人
い
る
社

員
・
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
管

理
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で

行
っ
て
い
る
が
、
日
報
は

手
書
き
に
切
り
替
え
た
。

パ
ソ
コ
ン
で
書
く
と
、
コ

ピ
ー
＆
ペ
ー
ス
ト
機
能
な

ど
を
使
い
事
実
で
な
い
こ

と
ま
で
書
い
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

手
書
き
に
す
る
と
、
多
少

時
間
は
か
か
る
が
、
内
省

し
な
が
ら
し
っ
か
り
と
事

実
を
書
く
と
い
う
。
事
実

が
把
握
で
き
れ
ば
、
上
司

は
適
切
な
応
対
が
で
き

る
。

　

２
０
１
８
年
、
４
代
目

社
長
に
就
任
し
た
西
本
社

長
は
、
新
し
い
仕
事
を
生

み
出
し
な
が
ら
、
社
員
に

働
く
こ
と
の
お
も
し
ろ
さ

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

日
々
努
力
を
重
ね
る
。
仕

事
に
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
や

り
が
い
に
つ
な
が
る
と
言

う
。

　

同
時
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
と

は
人
が
嫌
が
る
こ
と
の
中

に
存
在
す
る
と
い
う
信
念

の
も
と
、
西
本
社
長
は
誰

も
が
敬
遠
し
て
避
け
る
こ

と
を
率
先
し
て
行
う
。
そ

の
後
ろ
姿
を
見
て
、
社
員

は
つ
い
て
く
る
。
社
内
に

お
い
て
も
そ
の
実
践
は
怠

ら
ず
、
西
本
社
長
自
ら
素

手
で
ト
イ
レ
掃
除
を
行

う
。
そ
の
姿
を
見
た
社
員

が
、
１
人
ま
た
１
人
と
手

伝
う
よ
う
に
な
り
、
今
で

は
社
内
全
体
に
広
が
っ
て

い
る
。

　

今
後
、
奈
良
に
新
し
い

工
場
を
作
る
予
定
で
、
準

備
を
進
め
て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
活
性
化
さ
せ
な
が
ら
成

長
し
続
け
る
同
社
は
、
混

迷
の
時
代
に
あ
っ
て
ま
さ

に
お
手
本
と
な
る
模
範
企

業
だ
。

広
域

の
名
を
遺の

こ
す
源

み
な
も
と
の

頼よ
り

光み
つ
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
光
る

君
へ
」
で
話
題
の
藤
原
道

長
の
郎
党
と
し
て
そ
の
権

勢
を
支
え
た
源

み
な
も
と
の
よ
り
の
ぶ

頼
信
、「
前

九
年
・
後
三
年
の
役
」
で

勇
名
を
轟

か
せ
、
５

代
後
の
頼

朝
へ
と
繋

が
る
坂
東

に
基
盤
を

築
い
た
八は

ち

幡ま
ん

太た

郎ろ
う

義よ
し

家い
え
、
旭

将
軍
・
木き

曾そ

義よ
し

仲な
か
の

妾
で
、
そ

の
武
勇
と

献
身
で
語
り
継
が
れ
る
巴

と
も
え

御ご

前ぜ
ん
ら
が
、
往
路
を
徒か

歩ち

姿
で
、
復
路
を
騎
馬
で
練

り
歩
き
、
沿
道
に
詰
め
か

け
た
２
万
人
余
り
の
人
び

と
を
魅
了
し
た
。

　

川
西
市
に
は
、
多
田
神

社
を
は
じ
め
頼
光
の
郎
党

で
「
足
柄
山
の
金
太
郎
」

こ
と
坂さ

か
た
の田
金き

ん

時と
き

ゆ
か
り

の
満ま

ん
が
ん
じ

願
寺
（
兵
庫
県
川

西
市
満
願
寺
町
７
―
１
）

や
、
頼
光
の
異
母
弟
・
源げ

ん

賢け
ん

僧そ
う

都ず

（
幼
名
美び

女じ
ょ

丸ま
る
）

が
開
い
た
頼ら

い

光こ
う

寺じ

（
兵

庫
県
川
西
市
東
畦
野
２
―

17
―
２
）
が
あ
る
。

　

満
願
寺
で
は
毎
年
５
月

５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」

に
恒
例
の「
金
時
ま
つ
り
」

が
催
さ
れ
、
６
月
「
あ
じ

さ
い
寺
」
で
有
名
な
頼
光

寺
の
境
内
で
は
色
と
り
ど

り
の
紫
陽
花
が
来
訪
者
を

迎
え
る
。
（
池
内
文
藏
）

　

こ
の
催
し
は
、
昭
和
39

年
（
１
９
６
４
年
）
よ
り

多
田
神
社
（
兵
庫
県
川
西

市
多
田
院
多
田
新
町
１
―

１
）
の
例
大
祭
に
あ
わ
せ

「
川
西
市
源
氏
ま
つ
り
」

と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
も

の
で
、
一
昨
年
よ
り
、
平

安
時
代
中
期
同
市
を
本
拠

に
勢
力
を
拡
大
し
た
第
56

代
清
和
天
皇
（
在
位
８
５

８
〜
８
７
６
年
）
４
世
の

孫
・
源

み
な
も
と
の
み
つ
な
か

満
仲
に
始
ま
る「
清

和
源
氏
発
祥
の
地
」
の
さ

ら
な
る
Ｐ
Ｒ
を
目
指
し
、

名
称
を
「
清
和
源
氏
ま
つ

り
」
に
改
め
、
会
場
を
川

西
市
役
所
一
帯
に
変
更
し

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
は
、

毎
年
公
募
で
選
ば
れ
た
市

民
ら
が
扮ふ

ん
す
る
勇
壮
か
つ

華
麗
な
懐
古
行
列
で
、
こ

の
日
も
源
満
仲
を
先
頭
に

「
大
江
山
の
鬼
退
治
」
に
そ

　鎌倉幕府が樹立された12世紀
末から700年にわたり、日本を
統治した武家政権の源流「清

せい

和
わ

源
げん

氏
じ

」。発祥の地・兵庫県川西市
で、 ４月14日、 60回目となる「清
和源氏まつり」が開催された。

市役所前をゆく懐古行列

「清和源氏発祥の地」である多田神社

第５回仏像彫刻展開催

岩
崎
勇
・
四
海
雅
子
著

「
哲
学
」「
人
生
の
法
則
」

（
ど
ち
ら
も
幻
冬
舎
メ

デ
ィ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
）
は
全
国
書
店
で

好
評
発
売
中
。

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
木
・
金　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
水
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院


